
 

 

 

2024 年 10 月 17 日 
報道関係各位                     

日 本 ハ ム 株 式 会 社  
                              株 式 会 社 セ コ マ   
                         エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 株 式 会 社   

ニッポンハムグループの日本ハム惣菜株式会社（本社：新潟県三条市、代表取締役：大橋 勲久／

以下、日本ハム惣菜(株)）、株式会社セコマ（本社：北海道札幌市、代表取締役社長：赤尾 洋昭／

以下、セコマ）、エア・ウォーター株式会社（本社：大阪市中央区、代表取締役会長・CEO：豊田 喜

久夫／以下、エア・ウォーター）は、SDGs 達成への貢献や CO2 排出量削減の取り組みの一環とし

て、セコマが運営するコンビニエンス部門のセイコーマート店舗で回収された廃食油を活用したバ

イオディーゼル燃料の本格運用を 2024 年 10 月から開始しました。 
 

この取り組みでは、セイコーマートの店内調理「HOT CHEF」で発生する廃食油を、株式会社白

老油脂（セコマグループ）がバイオディーゼル燃料に精製します。これをエア・ウォーター・ライ

フソリューション株式会社（エア・ウォーターグループ）が重油に 10%混合（=B10 重油）し、日

本ハム惣菜(株)北海道工場のボイラー燃料として使用します。これにより、工場では、重油ボイラー

の年間使用量 96,000ℓ の約 1/4 を B10 重油に置換し、年間約 6.5t の CO2 削減を見込んでいま

す。  
 

ニッポンハムグループは、2030 年度の化石燃料由来 CO2 排出量（Scope1、Scope2）を 2013 年

度比で国内において 46%削減する目標を掲げています。今後も地域企業との連携を深め、持続可

能な未来の実現に貢献してまいります。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニッポンハムグループ、セコマ、エア・ウォーターによるサステナビリティの新たな取り組み 

店内調理の廃食油活用による CO2 削減 

2024 年 10 月から日本ハム惣菜(株)北海道工場にて本格運用開始 

札幌経済記者クラブに同様の資料を配布しています。             

    
TEL：（大阪）06-7525-3031/担当：野田（東京）03-4555-8024/担当：後藤  日 本 ハ ム 株 式 会 社  広 報 IR 部  

リ リ ー ス に 関 す る お 問 い 合 わ せ                

   

【取り組みイメージ】 

株 式 会 社 セ コ マ  渉 外 部     

               

 

   

TEL：011-511-0182 

エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 株 式 会 社  広 報 ・ IR 推 進 室   

               

    

TEL：06-6252-3966 


